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Shibuya Motohiro（52期）
渋 谷 元 宏

委員長

ニーズに
応えられる
委員会に

退任のご挨拶

本年度の業務対策委員会委員長を務めることになり

ました。

当委員会には、過去に、ゲストとしてお話しする機

会はあったものの、委員会に所属するのは初めてであ

り、しかも委員長という重責を担うこととなったた

め、正直なところ、緊張と不安でいっぱいです。

近年の当委員会の活動内容をあらためて確認いたし

ましたが、毎年、委員長や副委員長が、その個性を活

かして、工夫を凝らし、非常に充実した企画を練られ

てきたことがわかりました。残念ながら、私個人は、

業務に関する新しいアイデアが非常に乏しく、極めて

一般的で伝統的な？業務をこなしてきた人間です。そ

のような者に、はたして委員長が務まるものなのか、

我ながら無責任に引き受けてしまったと認識しつつ

も、かといって保守的な人間というわけでもなく、む

しろ新しいことへの好奇心は失っていないと自負して

おります。

幸い、当委員会の副委員長には、昨年度から多くの

方々に留任していただけましたし、新たに若い世代の

方々にも加わっていただくことができました。これま

で当委員会で培われてきた活動実績と、社会の変革に

応じた新しい試みを、うまく融合させて、充実した企

画の実現に努める所存です。

弁護士業界全体が様々な課題に直面している昨今、

当委員会の活動に対しては、世代を問わず、会員の皆

様の大きな期待が寄せられていることと思います。会

員の皆様のニーズに応えられるよう、副委員長の方々

と力を合わせて精一杯努めますので、1年間、どうぞ

よろしくお願いいたします。

早いもので、私が業務対策委員会の委員長を拝命し

てもう1年になり、退任時期を迎えました。せっかく

委員長に選んでいただいたからにはなにか皆さんにお

役に立てる仕組みを作ってみたかったのですが、道半

ばのまま退任時期となってしまいました。申し訳あり

ませんでした。委員長といってもこれまで何かの実績

があるわけでもなかったため、委員会運営について何

も知らず、実績のある副委員長の皆さんに支えられて

なんとか1年をこなすことができたというのが実感で

す。

本当に感謝しかありません。

皆さんご案内の通り、今年は3つのプロジェクト

チーム（PT）を立ち上げ、議論を重ねてきました。

第1PTは「多士祭々の会」運営チームでした。士業

連携の会である多士祭々の会に求められるのは「他士

業・専門家との交流・連携」につきると思います。今

年度は「連携」に力を入れたいと考えましたが、来年は

更に発展を目指していただきたいと思っています。

第2PTは「業務に役立つ書式」作成チームでした。

なかなか資料収集が進まず、担当副委員長は大変ご

苦労をおかけしましたが、まずは「離婚相談聞き取り

シート」が完成します。友新会ホームページでご紹介

したいと考えておりますが、今後もこのような「書式」

を作れたらいいなと思っています。

第3PTは「新規事業」チームでした。私の力不足で

大変ご迷惑をおかけしたPTでしたが、最後に行った

「引き寄せ型営業術」セミナーは「目から鱗が落ちた」

「すぐにでも業務に役立つ」と大好評で、今後の展開も

期待できると考えています。

では来年の業務対策委員会の皆さんにバトンタッチ

です！ありがとうございました！

Takehara Yasusaburou（53期）
嵩　原　安三郎

委員長

17

Y
ushin N

EW
S    V

ol.108

平成31年度・業務対策委員会平成30年度・業務対策委員会


